
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

中中空空PPCC鋼鋼棒棒をを使使用用ししたたアアンンカカーー工工法法  

Non Abutment Pretensioning Prestressing Method 
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概要 近年、拡幅工事や補強工事において、既設コンクリート構造物に新設コンクリートを接

合する事例が増えています。従来は鉄筋を用いて行っていましたが、鉄筋の本数(削孔

数)が多くなり、既設構造物の配筋が密な場合には施工が困難となることがありました。 

ＮＡＰＰアンカー工法は、既設コンクリート構造物を削孔した穴にＮＡＰＰユニットを配置

し、プレストレスを導入することで既設と新設のコンクリートを接合する工法です。 

ＮＡＰＰユニットの種類 
標準タイプ 

プレストレスを導入することにより、既設・新設コンクリートが一体化され、打

ち継ぎ部の開きもなく、耐久性に優れています。 
確実な一体化 

現場でのプレストレス導入はＮＡＰＰユニットの解放作業だけでよいため、省力

化、工期短縮が可能となります。また、条件に応じて新設部をプレキャストブロッ

クとすることも可能であり、より省力化が可能となります。 

省力化 

工期短縮 

鉄筋と比べて削孔数を少なくすることが可能です。また、打ち継ぎ部の表面処

理は洗浄程度の処理で施工可能であり、騒音もほとんどありません。 
環境に優しい 

専門の工場で緊張されたＮＡＰＰユニットを用いることにより、現場で確実な

プレストレスを導入できます。 
確実なプレストレス 

細径タイプ

ＮＡＰＰユニット （予め緊張された状態の中空ＰＣ鋼棒） 

無収縮モルタル 

削孔・内面処理 

新設コンクリート 既設コンクリート

特長 

ＮＡＰＰホルダー 押込みピース 反力ＰＣ鋼棒

中空ＰＣ鋼棒

アンカーホルダー

アンカーナット
異径スリーブ

ストッパー 薄肉ナットス ト ッパー

異径ス リーブ

アンカーナッ ト

押込みピースNAPPホルダー

中空PC鋼棒 エン ドホルダー

反力PC鋼棒



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

性能・試験 

確実なモルタル充填が確認できました。 

接合部において確実にプレストレスが導入できることが確認できました。 

●内面処理 （※必要に応じて実施） 

●プレストレス導入 

施工順序 

削 孔 

内面処理 

ＮＡＰＰユニット配置 

無収縮モルタル注入 

増設部材構築 

プレストレス導入 

後埋め処理 

●モルタルの充填確認試験 

●プレストレス導入確認試験 

●定着性能確認試験 
標準緊張荷重、ねじ部引張荷重において変位が発生することなく付着性能を有し

ていることが確認できました。 

① 

② 

エア抜き 

 
モルタル 

注入 

内面処理機器 

トルク 
レンチ 
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●縁端拡幅 ●耐震補強（建築：耐震壁） 

適用事例・実績 
落橋防止のための縁端拡幅、耐震補強のための部材増厚、車線増設のための橋台拡幅、

既設コンクリートへの部材の増設等の様々なニーズに適用できます。 


